
問問い合わせ先　☎　電話番号 浦添市役所（代）☎０９８（876）1234※市立図書館、市民体育館、保健相談センター、ハーモニーセンター等 その他の施設は変更しません。
市役所本庁舎・上下水道庁舎の窓口受付時間　午前８時30分～午後４時まで（昼休み 正午～午後1時）

※一部窓口対応あり詳しくはこちら▶︎

税
金
・
保
険
・
年
金

令
和
８
年
度「
国
民
健
康
保
険

税
」お
よ
び「
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
」第
４
期
納
期
限

問
国
民
健
康
保
険
課  
徴
収
係

☎
内
線
３
７
１
７
〜
３
７
２
２

令
和
８
年
度
「
国
民
健
康
保
険

税
」お
よ
び「
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
」第
４
期
納
期
限
は
11
月
２
日

（
月
）で
す
。

便
利
で
安
心
な
口
座
振
替

一
度
の
手
続
き
で
自
動
引
き
落

と
し
と
な
り
、納
め
忘
れ
が
あ
り
ま

せ
ん
。市
内
金
融
機
関
等
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制

度
に
つ
い
て

問
市
民
課
国
民
年
金
係

☎
（
８
７
６
）１
２
８
４

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、公

的
年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の
所

得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金

受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
、年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。現
在
年
金
生
活
支
援

給
付
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
で
、

引
き
続
き
支
給
要
件
を
満
た
し
て

い
る
場
合
は
手
続
き
不
要
で
す
。

対
象
と
な
る
人

次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と

【
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
】

・
65
歳
以
上
で
、老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
て
い
る
人

・
請
求
者
本
人
を
含
む
同
一
世
帯
員

の
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税

・
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
の

所
得
合
計
が
93
万
円
以
下

【
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
】

・
前
年
の
所
得
額
が「
４
９
２
万
円

＋
扶
養
人
数
×
38
万
円（
※
）」以
下

※
障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基
礎
年
金

な
ど
の
収
入
は
非
課
税
収
入
の
た

め
、含
ま
れ
ま
せ
ん
。同
一
生
計
配

偶
者
の
う
ち
70
歳
以
上
の
者
ま
た

は
老
人
扶
養
親
族
の
場
合
は
48
万

円
。特
定
扶
養
親
族
ま
た
は
16
歳
以

上
19
歳
未
満
の
場
合
は
63
万
円
。

支
給
基
準
額

５
６
２
０
円（
保
険

料
の
納
付
期
間
・
免
除
期
間
、障
害

の
等
級
に
よ
り
増
減
し
ま
す
）

請
求
手
続
き

①
新
た
に
給
付
対
象
と
な
る
人

日
本
年
金
機
構
か
ら
９
月
以
降

順
次「
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請

求
書（
ハ
ガ
キ
形
式
）送
付
用
封
筒
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。同
封
さ
れ
て
い

る
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、日
本
年
金
機
構
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
令
和
９
年
１
月
４
日
ま
で
に
手

続
き
が
完
了
す
る
と
、令
和
8
年
10

月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
年
金
を
受
給
し
始
め
る
人

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て

市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
窓
口

ま
た
は
浦
添
年
金
事
務
所
（
８
７

７
ー
０
３
４
３
※
要
予
約
）で
請
求

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▲詳しくは
　こちら

国
民
年
金
保
険
料
の
育
児
免
除

制
度
が
始
ま
り
ま
す

問
市
民
課
国
民
年
金
係

☎
（
８
７
６
）１
２
８
４

育
児
期
間
中
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者（
自
営
業
、フ
リ
ー
ラ
ン

ス
、ア
ル
バ
イ
ト
、学
生
、無
職
の

人
な
ど
）を
対
象
に
、子
が
１
歳
に

な
る
誕
生
日
の
前
月
ま
で
の
期
間

の
国
民
年
金
保
険
料
（
月
額
１
７

9
2
0
円
）が
免
除
さ
れ
る
制
度
が

始
ま
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

10
月
１
日
以
降
、

１
歳
に
な
る
ま
で
の
子
を
養
育
す

る
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

実
父
母
・
養
父
母
で
、次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人（
所
得
要

件
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・
子
と
身
分（
親
子
）関
係
が
継
続
し

て
い
る
こ
と

・
子
と
同
一
住
所
で
あ
る
こ
と

※
法
律
上
の
親
子
関
係
が
あ
る
子

（
実
子
お
よ
び
養
子
）に
加
え
て
、

特
別
養
子
縁
組
の
監
護
期
間
に
あ

る
子
お
よ
び
養
子
縁
組
里
親
に
委

託
し
て
い
る
要
保
護
児
童
も
該
当

し
ま
す
。

対
象
と
な
る
期
間

【
実
母
の
場
合
】

産
前
産
後
免
除

期
間
を
有
す
る
実
母
の
場
合
、産
前

産
後
免
除
期
間
に
引
き
続
く
９
か

月
間（
産
前
産
後
免
除
期
間
と
合
わ

せ
て
最
大
13
か
月
間
）

【
実
父
ま
た
は
養
父
母
の
場
合
】

子
を
養
育
す
る
こ
と
に
な
っ
た
日

の
属
す
る
月
か
ら
、１
歳
に
な
る
誕

生
日
の
前
月
ま
で
最
大
12
か
月

※
納
付
が
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、保

険
料
を
納
付
し
た
も
の
と
し
て
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ

れ
ま
す
。

▲詳しくは
　こちら

暮
ら
し
・
環
境
・
福
祉

令
和
８
年
度
沖
縄
県
居
住
支

援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

問
沖
縄
県
居
住
支
援
協
議
会
事

務
局

☎
（
９
１
７
）２
４
６
１

県
住
宅
課
と
沖
縄
県
居
住
支
援

協
議
会
は
、高
齢
者
等
の
住
宅
確
保

要
配
慮
者
に
対
す
る
、居
住
支
援
の

取
組
や
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
、「
沖
縄
県
居
住
支

援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時

11
月
10
日（
火
）午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分

場
所

北
谷
町
ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ

セ
ン
タ
ー
カ
ナ
イ
ホ
ー
ル

参
加
費

無
料（
事
前
予
約
制
）

▲申し込みは
　こちら

▲詳しくは
　こちら

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
ご

存
知
で
す
か
？

問
い
き
い
き
高
齢
支
援
課

☎  （
８
７
６
）１
２
９
２

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
は
、急

病
な
ど
万
一
の
緊
急
時
に
備
え
、あ

ら
か
じ
め
必
要
な
医
療
情
報（
か
か

り
つ
け
医
・
持
病
・
薬
剤
情
報
提
供

書
等
）
な
ど
を
保
管
し
て
お
く
専

用
の
容
器
や
、ス
テ
ッ
カ
ー
・
マ
グ

ネ
ッ
ト
な
ど
の
一
式
を
い
い
ま
す
。

緊
急
時
、駆
け
つ
け
た
救
急
隊
員

が
い
ち
早
く
医
療
情
報
を
入
手
し
、

迅
速
な
救
命
処
置
・
治
療
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
の
①
65
歳
以
上

の
高
齢
者
②
障
が
い
者
③
健
康
上
、

不
安
を
抱
え
て
い
る
人

費
用

無
料

申
請
・
配
布

い
き
い
き
高
齢
支
援

課
、障
が
い
福
祉
課
、市
内
各
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

第
27
回
う
ら
そ
え
市
民
公
開

講
座「
が
ん
ば
り
す
ぎ
て
い
ま

せ
ん
か
？
笑
顔
の
認
知
症
介

護
へ
」開
催

問
一
般
社
団
法
人
浦
添
市
医
師

会☎
（
８
７
４
）２
３
４
４

日
時

10
月
24
日
（
土
）午
後
２
時

〜
４
時
30
分（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

場
所

ア
イ
ム
・
ユ
ニ
バ
ー
ス

て

だ
こ
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

参
加
費

無
料（
申
し
込
み
不
要
）

定
員

３
０
０
人（
※
定
員
に
達
し

た
場
合
、入
場
を
お
断
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

浦
添
市
加
齢
性
難
聴
者
補
聴
器

購
入
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

問
い
き
い
き
高
齢
支
援
課

☎  （
８
７
６
）１
２
９
２

65
歳
以
上
の
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
で
、聴
力
の
低
下
に
よ
り
補

聴
器
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
人
に
、

補
聴
器
購
入
費
の
一
部
ま
た
は
全

部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額

上
限
２
万
５
千
円

申
請
開
始
日

11
月
２
日（
月
）（
先

着
10
人
）

※
助
成
対
象
と
な
る
か
な
ど
条
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、購
入
前
に
必
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。対
象
要
件
や
申

請
方
法
な
ど
は
、左
記
二
次
元
コ
ー

ド
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▲詳しくは
　こちら

【
募
集
】浦
添
市
営
住
宅
空
家

待
ち
入
居
候
補
者

問
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社

☎
（
９
１
７
）２
２
０
６

市
営
住
宅
の
空
家
待
ち
入
居
候

補
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

※
令
和
9
年
度
に
発
生
す
る
空
家

を
見
込
ん
で
入
居
順
位
を
決
め
る

も
の
で
、現
在
空
い
て
い
る
住
戸
に

つ
い
て
募
集
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

対
象
住
宅

内
間
市
営
住
宅
・
前
田

市
営
住
宅
・
安
波
茶
市
営
住
宅

「
募
集
の
し
お
り
」配
布
期
間
お
よ

び
配
布
場
所

11
月
９
日
（
月
）～

20
日（
金
）市
役
所
１
階
総
合
案
内

お
よ
び
５
階
建
築
営
繕
課
で
配
布
。

令和９年度 認可保育所等申し込みが始まります！ 
※申し込み前に、希望施設の見学と必要書類の準備を！

【オンライン申請】終日　【窓口】午前8時30分～午後４時
　　　　　　　　　　　　　　 （休日および平日正午～午後1時を除く）
※窓口来所の場合でも、原則ご自身のスマートフォン等で
　オンライン申請を行っていただきます。

■申込受付期間
10月5日（月）～10月23日(金)

■申込書の配布
  9月1日（火）から

詳しくはこちら▶
【配布場所】 こども未来課 
ホームページからもダウンロード可。

オンライン申請始まりました！

●来庁不要！ ●待ち時間なし！
●24時間いつでも申請可能！

スマートフォン・パソコンで、申請がスムーズに！

申請はこちら▲
（10月5日公開）

２・３号認定（保育認定）おおむね午前7時～午後６時までの利用
■対象児童　令和９年４月１日現在で０歳～５歳の保育を必要とする児童
※令和９年４月の入所を希望する人は、待機、在園を含め全員期間内の手続きが
 　必要です。
■対象施設　認可保育所、認定こども園、地域型保育事業所

１号認定（教育認定）おおむね午前８時～午後２時までの利用
■対象児童
令和９年４月１日現在で３歳～５歳の児童
■対象施設
❶公立・公私連携型認定こども園（旧公立幼稚園） 　
・公立型（浦添、内間、牧港、当山） 　
・公私連携型（仲西、神森、浦城、前田、港川、沢岻、宮城） 　
※校区内（小学校区に順ずる）の児童を優先します。 ※公立・公私連携型認定こど
　も園へ入園を希望する場合も、期間内の申し込みが必要です。
❷私立認定こども園、私立幼稚園
※申し込みは直接各園で行ってください（オンライン申請対象外）。

★浦添市LINE公式アカウントから、オンライン申請者
　のみ４月入所の一次選考結果が照会できます。
※照会方法についてホームページをご確認ください。

こども未来課 
☎（876）1281

問

友だち登録は
こちら▲

当山小学校分離新設校の建設断念について
詳しくは
こちら▶

当山小学校分離新設校の建設断念について
■これまでの経緯について
　　当山小学校分離新設校について、当山小学校の過大規模解消のため、新設校の建設を目指し取り組んでまいりました。
　　しかしながら、地権者全ての皆さまからの事業へのご同意が困難な状況、また児童数および学級数が減少し、将来的に過大規模
　が解消される見通しを踏まえ、当山小学校分離新設校建設および新設道路の整備を断念せざるを得ないとの判断に至りました。
　　今後は、既存施設の有効活用などにより対策を講じ、児童の安全で快適な教育環境の確保に万全を期してまいります。
　　関係各位には、ご期待に沿えない結果となりましたが、当山小学校の教育環境の更なる充実を目指して、引き続き取り組んでまい
　ります。

■今後について
Q  過大規模が解消されるまでの間、子どもたちへの影響はありますか？
A  空き教室の特別支援教室への転用・施設整備の充実などにより、良好な教育環境を確保してまいります。

新設道路の整備に関すること
　【道路課】　☎（876）1231

　 分離新設校に関すること
　【施設課】　☎（876）1217

  適正規模・適正配置に関すること
　【教育総務課】　☎（876）1229

 通学区域・学校運営に関すること
　【学校教育課】　☎（876）1218

Q  分離新設校の建設断念に伴い、現在の通学区域を見直す予定はありますか？
A  現時点では、通学区域の変更は予定しておりません。引き続き現在の学校に通学いただきます。

　　   また、過大規模、大規模校である浦城小学校・港川小学校・沢岻小学校以外の学校への指定校変更を認める取り組みを継続し
            てまいります。
Q  今後児童数が増加していく場合はどうなりますか？
A  現時点では児童数が減少し、将来的に過大規模が解消される見通しを踏まえ、建設断念の判断に至っております。今後、社会

             情勢の変化などで児童数が増加していく場合には、その推移を注視し、必要な検討を行ってまいります。

౺報2026年 10月 1日 142026年 10月 1日౺報15




